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専
門
家
の
講
演
と
ニ
ー
ト
を
克
服
し
た
若

者
の
体
験
談
の
ほ
か
、
就
労
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
と
の
個
別
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
７
月
27
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
〜
５

時
（
受
付
開
始 

午
後
１
時
15
分
）

と
こ
ろ
／
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
第
３
多
目
的
室

申
し
込
み
／
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

対
象
／
就
労
に
悩
ん
で
い
る
人
、
子
ど
も
が

就
労
で
き
ず
困
っ
て
い
る
家
族
な
ど

◉
講
演
「
働
き
た
い
け
れ
ど
も
働
け
な
い
若

者
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

　

講
師
／ 

津つ
と
み冨

宏
ひ
ろ
し

氏
（
県
立
大
学
教
授
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

青
少
年
就
労
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
静
岡 

理
事
長
）

◉
体
験
報
告
「
ニ
ー
ト
か
ら
の
脱
出
、
支
援

者
と
共
に
克
服
�
」
体
験
談
発
表

◉
個
別
面
談
会
（
無
料
）

主
催
／
島
田
市
、
島
田
榛
北
地
区
労
働
者
福

祉
協
議
会

問
静
岡
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
５
４-

３
５
１-

７
５
５
５

　

近
年
、
多
く
の
若
者
が
仕
事
に
就
け
ず
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

社
会
は
若
者
の
パ
ワ
ー
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
悩
む
若
者
の
社
会
へ
の
適
応

力
を
高
め
る
た
め
、
国
や
自
治
体
が
連
携
し
て
彼
ら
の
自
立
を
総
合
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

問
商
工
課 

☎
３
６-

７
１
６
４

　

仕
事
に
就
け
な
い
悩
み
を
抱
え
る
若
者

（
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
）
が
自
立
す

る
た
め
に
は
、
親
の
支
え
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
若
者
に
加
え
て
、
そ
の

親
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
会

を
開
催
。
ま
た
、
就
労
支
援
を
手
助
け
す
る

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
研
修
を
実
施
し
、
親
と

若
者
を
同
時
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

県
内
で
進
め
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
伴
走
型
継
続
支
援
は
「
静

岡
方
式
」と
も
呼
ば
れ
、親
と
若
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
代
表
的
な
就
労
支
援
で
す
。
中
部
地

区
に
も
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。就
労
で
悩
ん
で
い
た
ら
、ぜ
ひ
サ
ポ
ー

タ
ー
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
親
と
若
者
の
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

一緒に歩き始めましょう
「サポーターとして現在 3 人目の
若者を伴走支援中です。彼は、仕
事を求める中で新しい出会いを得
て、みるみる元気になっています。
特に、同じ悩みを持つ若者との交
流は、励みになることでしょう。
悩んでいる若者の皆さん、ぜひ私
たちと一緒に歩き始めましょう」

若者就労支援
サポーター
福
ふくしま

島久
く み こ

美子さん

ニ
ー
ト
か
ら
の
卒
業

～
親
と
若
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
～

支えてくれた皆さんへ
「支えてくださったボランティアサポーターの皆さん
の熱意を『無駄にできない』と強く感じました。い
つの日か良い報告とお礼を伝えられるよう、今は日々
邁進しています」（昨年度のセミナー参加者の声）


